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令和 ６年 度健 康習 慣 化 の環 境づ くり 業務  

提案 説明 書  

 

１  業 務 の 名 称  

令 和 ６ 年 度 健 康 習 慣 化 の 環 境 づ く り 業 務  

 

２  本 書 の 目 的  

本 書 は 、札 幌 市 が 実 施 す る「 令 和 ６ 年 度 健 康 習 慣 化 の 環 境 づ く り 業 務 」（ 以 下「 本 業

務 」と い う 。）の 契 約 候 補 者 を 選 定 す る た め の 企 画 競 争 の 実 施 に 関 す る 必 要 な 事 項 を 定

め る こ と を 目 的 と す る 。  

 

３  業 務 の 概 要  

  特 に 20～ 60 歳 を メ イ ン タ ー ゲ ッ ト と し て 、 市 民 の 健 康 行 動 の 習 慣 化 に 向 け た 環 境

を 創 出 す る た め 、 健 康 行 動 の き っ か け と な る イ ベ ン ト 開 催 や 短 期 の 市 民 向 け 健 康 習 慣

プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る も の 。  

 

４  業 務 内 容  

業 務 の 内 容 に つ い て は 、 別 紙 仕 様 書 の と お り 。  

な お 、 仕 様 書 の 内 容 は 現 時 点 の 予 定 で あ り 、 今 後 、 提 案 内 容 や 打 ち 合 わ せ の 中 で 変

更 す る 可 能 性 が あ る 。  

 

５  参 加 資 格  

⑴  地 方 自 治 法 施 行 令（ 昭 和 22 年 政 令 第 16 号 ）第 167 条 の ４ の 規 定 に 該 当 す る と 認

め ら れ る 者 で な く 、 か つ 、 そ の 者 を 代 理 人 、 支 配 人 、 そ の 他 の 使 用 人 と し て 使 用 す

る 者 で な い こ と 。  

⑵  令 和 ４ ～ ７ 年 度  札 幌 市 競 争 入 札 参 加 資 格 者 名 簿 （ 物 品 ・ 役 務 ） に お い て 、 業 種

分 類 が 大 分 類 「 一 般 サ ー ビ ス 業 」 に 登 録 さ れ て い る 者 で あ る こ と 。  

⑶  札 幌 市 内 に 本 店 ま た は 支 店 等 を 有 し て い る こ と 。  

⑷  会 社 更 生 法 （ 平 成 14 年 法 律 第 154 号 ） に 基 づ く 更 生 手 続 き 開 始 の 申 立 て 又 は 民

事 再 生 法 （ 平 成 11 年 法 律 第 225 号 ） に 基 づ く 再 生 手 続 き 開 始 の 申 立 て が な さ れ て

い る 者 で な い こ と 。  

た だ し 、 更 生 計 画 認 可 決 定 又 は 再 生 計 画 認 可 決 定 が な さ れ て い る 場 合 は 、 こ の 限

り で は な い 。  

⑸  札 幌 市 競 争 入 札 参 加 停 止 等 措 置 要 領 の 規 定 に 基 づ く 参 加 停 止 の 措 置 を 受 け て い る

期 間 中 で な い こ と 。  

⑹  事 業 協 同 組 合 等 の 組 合 が こ の 入 札 に 参 加 す る 場 合 は 、 当 該 組 合 等 の 構 成 員 が 構 成
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員 単 独 で の 入 札 参 加 を 希 望 し て い な い こ と 。  

⑺  札 幌 市 暴 力 団 の 排 除 の 推 進 に 関 す る 条 例 （ 平 成 25 年 条 例 第 ６ 号 ） 第 ２ 条 第 １ 号

に 規 定 す る 暴 力 団 又 は 同 条 例 第 ７ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 暴 力 団 関 係 事 業 者 そ の 他 の 反

社 会 的 団 体 で あ る 者 又 は そ れ ら の 構 成 員 が 行 う 活 動 へ の 関 与 が 認 め ら れ る 者 で な い

こ と 。  

 

６  提 出 書 類  

⑴  参 加 意 向 申 出 書  

⑵  企 画 提 案 書 （ 自 由 様 式 ）  

 ア  企 画 提 案 書 に は 、 以 下 の 内 容 を 含 め る こ と 。  

  ・  実 施 体 制  

  ・  実 施 ス ケ ジ ュ ー ル  

  ・  他 自 治 体 や 民 間 企 業 等 か ら の 類 似 業 務 の 受 託 実 績  

  ・  参 考 見 積 書 （ 積 算 の 詳 細 が わ か る よ う 、 内 訳 を 記 載 す る こ と 。）  

 イ  企 画 提 案 書 の 作 成 に あ た っ て は 、別 紙 仕 様 書 及 び 下 記 7 を 熟 読 の 上 、下 記 8 に

従 う こ と 。  

 

７  企 画 提 案 書 作 成 に あ た っ て の 留 意 事 項  

⑴  企 画 提 案 書 に は 表 紙 を つ け 、 表 題 と し て 「 令 和６ 年度 健 康習 慣 化の 環境 づく り 業

務 」 と 記 載 す る こ と 。 ま た 、 企 画 提 案 書 は す べ て Ａ ４ サ イ ズ （ 片 面 印 刷 ） と し 、 最

大 20 枚 （ 表 紙 を 除 く ） ま で と す る 。  

⑵  １ 部 は 製 本 （ 体 制 図 、 参 考 見 積 書 含 む ） し 、 社 名 及 び 代 表 者 名 を 表 紙 に 記 載 し た

う え 、本 市 の 競 争 入 札 資 格 者 名 簿 の 登 録 申 請 に 使 用 し た 印 鑑 を 押 印 す る こ と 。ま た 、

提 案 者 の 担 当 部 門 及 び 責 任 者 を 明 示 す る こ と （ こ れ を 「 正 本 」 と い う ）。  

⑶  正 本 の 表 面 に は 「 氏 名 （ 法 人 の 場 合 は そ の 名 称 ま た は 商 号 ） 業 務 企 画 提 案 書 」 と

記 載 す る こ と 。  

⑷  印 を 押 さ な い 企 画 提 案 書 、体 制 図 及 び 参 考 見 積 書 を ９ 部 作 成 す る こ と（ こ れ を「 副

本 」と い う ）。副 本 は 表 紙 に 社 名 を 記 載 し な い こ と 。副 本 は 製 本 せ ず 、一 式 を ゼ ム ク

リ ッ プ 等 で 留 め 、 ホ チ キ ス は 使 用 し な い こ と （ ペ ー ジ 番 号 を 記 載 す る な ど 落 丁 対 策

を 講 じ る こ と ）。  

⑸  正 本 を 除 き 、 会 社 名 （ 再 委 託 予 定 先 含 む ） 及 び 会 社 名 を 類 推 で き る 表 現 や 氏 名 を

入 れ ず 、 会 社 名 に つ い て は 「 弊 社 」 も し く は 「 ◎ ◎ 社 」、 氏 名 に つ い て は 、「 ◎ ◎ 」

と い っ た 表 現 で 記 載 す る こ と 。 た だ し 、 こ れ ら が 混 在 し な い よ う に 留 意 す る こ と 。  

 

8 申 込 方 法 ・ ス ケ ジ ュ ー ル  

⑴  募 集 要 項  



3 

下 記 ウ ェ ブ サ イ ト に 掲 載 し て い る 。  

https://www.city.sapporo.jp/kenko/wellness/keiyakujoho/r6_kenko_syuukanka.h

tml 

⑵  質 問 の 受 付 及 び 回 答  

ア  受 付 期 限  

令 和 ６ 年 ５ 月 16 日 （ 木 ） 17 時 （ 必 着 ）  

下 記 13 に 記 載 の 電 子 メ ー ル に よ り 受 け 付 け る 。 質 問 票 に 記 載 し 、 電 子 メ ー ル

の 件 名 は 、「 令 和 ６ 年 度 健 康 習 慣 化 の 環 境 づ く り 業 務 に 関 す る 質 問 」 と す る こ と 。

な お 、 こ れ 以 外 の 方 法 に よ る 質 問 は 受 け 付 け な い 。  

イ  回 答  

原 則 と し て 、令 和 ６ 年 ５ 月 17 日（ 金 ）中 に ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開 す る（ 質 問 を 行

っ た 法 人 名 等 は 公 表 し な い ）。な お 、受 付 期 限 ま で に 到 着 し な か っ た 質 問 に つ い て

は 、 回 答 し な い 。 ま た 、 本 件 企 画 競 争 に 直 接 関 連 す る 質 問 に 対 し て の み 回 答 を 行

う も の と し 、 全 て の 質 問 に 回 答 す る と は 限 ら な い 。  

⑶  申 込 及 び 企 画 提 案 書 等 の 提 出  

ア  提 出 書 類 及 び 提 出 期 限  

 (ｱ) 上 記 ６ － ⑴  

令 和 ６ 年 5 月 22 日 （ 水 ） 17 時 （ 必 着 ）  

 (ｲ) 上 記 ６ － ⑵  

    令 和 ６ 年 5 月 28 日 （ 火 ） 12 時 （ 必 着 ）  

  イ  提 出 方 法  

持 参 ま た は 郵 送 と す る（ 必 着 ）。電 子 メ ー ル 、フ ァ ク ス は 不 可 。提 出 先 は 下 記 13

の と お り 。  

⑷  著 作 権 等 に 関 す る 事 項  

ア  企 画 案 の 著 作 権 は 、 個 々 の 提 案 者 に 帰 属 す る 。  

イ  本 市 が 本 企 画 競 争 の 実 施 に 必 要 と 認 め る と き は 企 画 案 を 本 市 が 利 用 (必 要 な 改

変 を 含 む 。）す る こ と を 許 諾 す る も の と す る 。こ の 場 合 、札 幌 市 は 、あ ら か じ め 提

案 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

ウ  提 案 者 は 、 本 市 に 対 し 、 提 案 者 が 企 画 案 を 創 作 し た こ と 及 び 第 三 者 の 著 作 権 、

著 作 者 人 格 権 及 び そ の 他 特 許 権 、 商 標 権 を 含 む い か な る 知 的 財 産 権 を 侵 害 す る も

の で は な い こ と を 保 証 す る も の と す る 。  

エ  企 画 案 の 利 用 に つ い て 、 第 三 者 か ら 権 利 侵 害 の 訴 え そ の 他 の 紛 争 が 生 じ た と き

は 、 提 案 者 は 、 自 己 の 費 用 及 び 責 任 に お い て こ れ を 解 決 す る も の と し 、 か つ 本 市

に 何 ら か の 損 害 を 与 え た と き は 、 そ の 損 害 を 賠 償 す る も の と す る 。  

オ  提 出 さ れ た 企 画 案 そ の 他 本 企 画 競 争 の 実 施 に 伴 い 提 出 さ れ た 書 類 に つ い て 、 札

幌 市 情 報 公 開 条 例 (平 成 11 年 条 例 第 41 号 )に 基 づ き 公 開 請 求 が あ っ た と き は 、同
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条 例 の 定 め に よ り 公 開 す る 場 合 が あ る 。  

⑸  そ の 他 留 意 事 項  

ア  企 画 提 案 書 は 、 本 業 務 に 関 す る 公 募 型 企 画 競 争 に お い て 、 契 約 候 補 者 決 定 の た

め の 評 価 対 象 と な る 。 そ の た め 、 企 画 内 容 を 評 価 し や す い よ う 具 体 的 に わ か り や

す く 記 述 す る こ と 。  

イ  本 市 の 仕 様 書 に 示 す 要 求 事 項 の 記 載 が 漏 れ て い た 場 合 、 該 当 す る 評 価 項 目 を 採

点 し な い の で 、 留 意 す る こ と 。  

ウ  企 画 内 容 は 、 提 案 者 が 確 実 に 実 現 で き る 範 囲 で 記 載 す る こ と 。 企 画 提 案 書 に 記

載 し た 内 容 は 、 提 案 金 額 の 中 で 実 施 で き る も の と み な す 。  

エ  実 際 の 業 務 内 容 は 、 企 画 提 案 書 に 基 づ き 、 本 市 と 被 選 考 者 に よ る 協 議 に よ り 決

定 す る 。企 画 提 案 書 の 内 容 す な わ ち 実 際 の 業 務 内 容 で は な い こ と に 留 意 す る こ と 。 

オ  書 類 等 の 作 成 ・ 提 出 に 係 る 費 用 は 申 込 者 の 負 担 と す る 。  

カ  誤 字 等 を 除 き 、提 出 期 限 後 の 提 出 、差 替 え 、変 更 、再 提 出 及 び 追 加 は 認 め な い 。  

キ  提 出 さ れ た 書 類 等 は 返 却 し な い 。  

ク  書 類 に 虚 偽 の 記 載 が あ っ た 場 合 は 、 失 格 と す る 。  

ケ  申 込 後 に 辞 退 す る 場 合 は 、 辞 退 届 （ 様 式 任 意 ） を 提 出 す る こ と 。  

 

9 審 査  

⑴  企 画 競 争 実 施 委 員 会  

業 務 委 託 契 約 の 契 約 候 補 者 選 定 の た め 、「 令 和 ６ 年 度 健 康 習 慣 化 の 環 境 づ く り 業

務 企 画 競 争 実 施 委 員 会 」（ 以 下 「 実 施 委 員 会 」 と い う 。） を 設 置 し 審 査 を 行 う 。  

 ⑵  審 査 方 法  

ア  実 施 委 員 会 が 、企 画 競 争 参 加 者（ 以 下「 参 加 者 」と い う 。）の 提 出 し た 企 画 書 に

つ い て 書 類 審 査 、 及 び 、 下 記 に 掲 げ る 企 画 提 案 審 査 会 （ ヒ ア リ ン グ ） を 実 施 し 、

採 点 を 行 う 。  

な お 、参 加 者 多 数 の 場 合 は 、令 和 ６ 年 5 月 29 日（ 水 ）に 書 面 審 査 を 実 施 し 、参

加 者 を ４ 社 程 度 ま で 絞 っ た 上 で ヒ ア リ ン グ を 行 う 。  

イ  ヒ ア リ ン グ は 、令 和 ６ 年 6 月 3 日（ 月 ）に 実 施 を 予 定 し て お り 、出 席 者 は 総 括

責 任 者 を 含 め 最 大 ３ 名 ま で と す る 。 ま た 、 持 ち 時 間 は 、 １ 参 加 者 あ た り 約 25 分

（ 説 明 10 分 、 質 疑 約 15 分 ） を 想 定 し 、 順 次 個 別 に 行 う 。  

ウ  ヒ ア リ ン グ に あ た っ て は 、 提 出 し た 企 画 提 案 書 等 に 基 づ き 行 う こ と と し 、 当 日

の 資 料 追 加 及 び プ ロ ジ ェ ク タ ー ・ パ ソ コ ン 等 の 使 用 は 認 め な い 。  

エ  ヒ ア リ ン グ の 詳 細 に つ い て は 、 参 加 者 に 別 途 通 知 す る 。  

オ  審 査 は 、 別 紙 「 評 価 項 目 及 び 評 価 基 準 表 」 に よ る 総 合 点 数 方 式 と し 、 想 定 す る

事 業 費 の 範 囲 内 で 、 実 施 委 員 会 委 員 の 評 価 の 合 計 点 数 が 最 も 高 い 参 加 者 を 契 約 候

補 者 と す る 。 な お 、 各 委 員 の 持 ち 点 の 合 計 の ５ 割 を 最 低 基 準 点 と 定 め 、 最 低 基 準
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点 に 満 た な い 場 合 は 、 契 約 候 補 者 と し な い 。  

⑶  審 査 結 果  

ア  通 知  

契 約 候 補 者 の 決 定 後 、 速 や か に 参 加 者 全 員 に 文 書 で 通 知 す る 。  

  イ  審 査 の 評 価 結 果 に 係 る 疑 義 の 申 し 立 て  

(ｱ) 評 価 対 象 者 は 、自 ら の 評 価 に 疑 義 が あ る と き は 、選 定 結 果 の 通 知 を 受 け た 日

の 翌 日 か ら 起 算 し て ３ 日 (札 幌 市 の 休 日 を 定 め る 条 例 (平 成 ２ 年 条 例 第 23 号 )

に 規 定 す る 休 日 を 除 く 。 以 下 同 じ 。） 以 内 に 、 自 ら の 評 価 に つ い て 書 面 に よ り

疑 義 の 申 立 て を 行 う こ と が で き る 。た だ し 、持 参 に よ り 提 出 す る も の と し 、送

付 や 電 送 に よ る も の は 受 け 付 け な い 。  

(ｲ) 疑 義 の 申 立 て に 対 す る 回 答 は 、 申 立 て の あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ５ 日

（ 休 日 を 除 く 。） 以 内 に 、 書 面 に よ り 回 答 す る 。  

 ⑷  そ の 他  

 ア  参 加 者 が １ 社 と な っ た 場 合 で も 、最 低 基 準 点 を 超 え た 場 合 は 契 約 候 補 者 と す る 。 

 イ  合 計 得 点 が 同 点 の 場 合 、 委 員 全 員 の 協 議 に よ り 契 約 候 補 者 を 選 定 す る 。  

 

10 参 加 資 格 の 喪 失  

企 画 提 案 者 が 参 加 資 格 を 有 す る こ と を 確 認 し た と き か ら 審 査 が 確 定 す る ま で (契 約

候 補 者 に あ っ て は 契 約 を 締 結 す る ま で )の 間 に 、次 の い ず れ か に 該 当 し た と き は 、提 出

さ れ た 企 画 提 案 に 関 す る 評 価 は 行 わ ず 、 又 は 、 契 約 候 補 者 と し て の 選 定 を 取 り 消 す こ

と と な る 。  

⑴  参 加 資 格 を 満 た し て い な い こ と が 判 明 し 、 又 は 、 満 た さ な い こ と と な っ た と き 。  

⑵  提 案 書 類 に 重 大 な 不 備 や 虚 偽 の 記 載 を し た こ と が 判 明 し た と き 。  

⑶  不 正 な 利 益 を 図 る 目 的 で 実 施 委 員 会 の 委 員 等 と 接 触 し 、 又 は 、 利 害 関 係 を 有 す る

こ と と な っ た と き 。  

 

11 失 格 事 項  

以 下 の い ず れ か に 該 当 し た 者 は 失 格 と す る 。  

⑴  提 出 書 類 の 提 出 期 間 、 提 出 場 所 、 提 出 方 法 、 記 載 方 法 等 が 、 本 提 案 説 明 書 及 び 各

様 式 に て 定 め た 内 容 に 適 合 し な か っ た 者  

⑵  審 査 の 公 平 性 を 害 す る 行 為 を 行 っ た 者  

⑶  そ の 他 、 本 提 案 説 明 書 等 に 定 め る 手 続 き 、 方 法 等 を 順 守 し な い 者  

 

12 契 約  

⑴  契 約 は 、選 定 さ れ た 契 約 候 補 者 と 本 市 の 間 で 協 議 を 行 い 、協 議 が 整 っ た 場 合 に は 、

地 方 自 治 法 施 行 令 第 167 条 の ２ 第 ２ 項 に 定 め る 随 意 契 約 に て 、当 該 業 務 の 実 施 に 係
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る 役 務 契 約 を 締 結 す る こ と を 原 則 と す る 。 な お 、 プ ロ ポ ー ザ ル の 性 質 上 、 当 該 契 約

に 当 た り 、企 画 提 案 内 容（ 参 考 見 積 内 容 を 含 む 。）を も っ て 、そ の ま ま 契 約 す る と は

限 ら な い 。  

⑵  選 定 さ れ た 契 約 候 補 者 と の 協 議 が 不 調 に 終 わ っ た 場 合 に は 、 実 施 委 員 会 に お い て

次 点 と さ れ た 事 業 者 を 契 約 候 補 者 と し て 協 議 を 行 い 、 協 議 が 整 っ た 場 合 に は 、 地 方

自 治 法 施 行 令 第 167 条 の ２ 第 ２ 項 に 定 め る 随 意 契 約 に て 、当 該 業 務 の 実 施 に 係 る 役

務 契 約 を 締 結 す る 。 た だ し 、 次 点 の 評 価 を 受 け た 事 業 者 が 最 低 基 準 点 に 満 た な い 場

合 は 契 約 候 補 者 と し て 選 定 し な い 。  

⑶  履 行 期 間  

契 約 締 結 日 か ら 令 和 ７ 年 ３ 月 20 日 （ 月 ） ま で  

⑷  事 業 費  

7,000,000 円 (消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 を 含 む 。 )を 上 限 と す る 。  

な お 、 こ の 金 額 は 規 模 を 示 す も の で あ り 、 契 約 は 別 途 設 定 す る 予 定 価 格 の 範 囲 内

で 行 う 。  

 

13 連 絡 先 ・ 問 合 せ 先 ・ 書 類 の 提 出 先  

〒 060-0002 札 幌 市 中 央 区 北 ２ 条 西 １ 丁 目 １ － ７  ORE ビ ル ７ 階  

札 幌 市 保 健 福 祉 局 ウ ェ ル ネ ス 推 進 部 ウ ェ ル ネ ス 推 進 課  担 当 ： 増 川 、 森  

電 話 011-211-3511  

メ ー ル ア ド レ ス ： wellness@city.sapporo.jp 



別紙 

○評価項目及び評価基準表 

※各 項目 内に 記載 し て いる 点数 は審 査委 員 １ 人あ たり の持 ち点 （100 点） で ある 。  

評 価 項 目  評 価 基 準  

市 民 参 加 型 イ ベ ン

ト の 開 催  

（ 30点 ）  

□ 多 く の 市 民 の 参 加 が 期 待 で き る 訴 求 力 の あ る 企 画 と な っ

て い る か 。  

□ タ ー ゲ ッ ト で あ る 20～ 60歳 が 参 加 し や す い 工 夫 が な さ れ て

い る か 。  

□ イ ベ ン ト 参 加 者 へ の 意 識 調 査 に つ い て 、手 法 や 対 象 等 の 設

定 が 業 務 の 目 的 に 沿 っ た 妥 当 な も の で あ る か 。  

□ イ ベ ン ト の 費 用 対 効 果 を 高 め る た め の 、民 間 企 業 等 と の 協

働 が な さ れ て い る か 。  

連 携 企 業 ・ 団 体 に よ

る 市 民 向 け 健 康 習 慣

化 プ ロ グ ラ ム の 実 施  

（ 20点 ）  

□ 運 動 、栄 養 、睡 眠 、健 康 状 態 の 見 え る 化 な ど 、バ ラ エ テ ィ

に 富 ん だ プ ロ グ ラ ム が 集 ま る 募 集 の 枠 組 み が 考 え ら れ て い

る か 。  

□ 連 携 企 業 の 有 効 な 取 組 を 引 き 出 す 工 夫 が な さ れ て い る か 。 

戦 略 的 な 広 報  

（ 15点 ）  

□ 本 業 務 の 目 的 や タ ー ゲ ッ ト を 理 解 し た 上 で 、適 切 な 広 報 戦

略 （ 媒 体 、 手 法 、 対 象 等 ） が 提 案 さ れ て い る か 。  

業 務 趣 旨 の 理 解  

各 取 組 の 連 動  

（ 15点 ）  

□ 本 業 務 の 趣 旨 を 理 解 し 、企 業 や 団 体 、大 学 な ど と の 協 力 を

得 て 、 よ り 効 果 が 高 ま る 提 案 と な っ て い る か 。  

□ 市 民 参 加 型 イ ベ ン ト の 開 催 と 市 民 向 け 健 康 習 慣 化 プ ロ グ

ラ ム の 実 施 と を 連 動 さ せ る 工 夫 が な さ れ て い る か 。  

ス ケ ジ ュ ー ル 、 業 務

執 行 体 制 等 （ 10点 ）  

□ 業 務 の 実 施 に 無 理 が な く 、適 切 か つ 有 効 な ス ケ ジ ュ ー ル と

な っ て い る か 。  

□ 業 務 実 施 に 十 分 な 体 制（ 人 員 、連 絡 体 制 等 ）が 組 ま れ て い

る か 。  

独 自 提 案  

（ 10点 ）  

□ 市 民 の 健 康 行 動 の 習 慣 化 や「 ウ ェ ル ネ ス 」の 市 民 認 知 度 向

上 を 、よ り 一 層 推 進 す る こ と が で き る 独 自 の 提 案 が な さ れ て

い る か 。  


